
１．会議名 平成３０年度松阪市交通安全対策委員会

平成３０年１０月３日（水）

午後１時３０分から午後２時４５分まで

松阪市川井町７７２番地１０
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３．開催場所

７．担　当

４．出席者氏名



松阪市交通安全対策委員会の結果報告について 

 

開催日時：平成３０年１０月３日（水） 

午後１時３０分から午後２時４５分まで 

開催場所：橋西地区市民センター １階大会議室 

出席委員：２１名参加（内代理出席２名） 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

  ○松阪市長 

・昨年松阪市で交通事故により亡くなった方は１０名。全国ではワース 

ト２１位、上位を脱却できない状況が続いている。 

・今年は、６名死亡している。ちょっと早めのライトオン運動や啓発を  

通じて、交通安全に努めていきたい。 

   

○松阪警察署長 

・人身事故件数と負傷者数が前年度と比べて、それぞれ約３０％減少し 

ており、物件事故件数は、ほぼ横ばいである。 

・７月の１週間のうちに３名の方が亡くなられ、交通死亡事故多発注意報

が発令された。今後、第２、第３の注意報が発令されることがないよう

に対策を講じていきたい。 

・故意犯といわれる飲酒運転を４８件検挙しており、この件数は四日市南

署に次いで県内で２番目に悪い件数となる。 

・取締だけでなく、事故の多い時間帯に、２３号線や４２号線でレッド走

行し、主要道路の大きな交差点に警官が立ち、信号が黄色信号になった

ら警笛を吹鳴して注意喚起を行うイエローホイッスルをしている。 

   ・広報啓発はもちろんのこと、ちょっと早めのライトオン運動を通じて、

交通安全への御協力を賜りたい。 

 

３ 委員長の選任及び幹事、書記の任命について 

  ○委員長の選任について 

   委員長を事務局より提案し、承認された。 

  〇幹事、書記の任命について 

   幹事、書記を指名。 

  〇委員長あいさつ 

・この委員会は、松阪市の交通安全に関する対策等を調査、審議する機 

関である。 

・基本的に年１回の開催である。委員の皆様には、交通安全に関するこ 

とについて積極的に御協議いただきたい。 

・各団体においても、交通事故の状況を厳しく受け止め、交通事故防止 



に努めていただきたい。 

 

４ 交通概況について 

  〇松阪警察署交通官より説明 

・人身事故、負傷者数は減少傾向にありますが、事故死者数、交通違反  

については、依然厳しい交通情勢である。 

・追突事故が非常に多く発生し、人身事故の４０％、事故全体の約２３％

を占めている。 

・発生時間帯としては、午後４時から午後６時、交通量が多くなる時間帯

であり、今後は日暮れ時と重なってくるため、少し早めに車のライトを

点灯させることが大切である。 

・松阪署管内では交通死亡事故者の７名中５名が高齢者となっており、周

囲の方が気を付けることも大切だが、高齢者が自身の特性を把握して頂

くための指導、講習をしていく必要があると考えている。 

・シートベルトの装着に関しては、三重県全体で、４輪以上の車に乗って

いた事故の死者数の約６割がシートベルトをしていない。負傷者に関し

ては、３.８％が非着用となっている。 

 

５ 協議事項 

  市の交通安全対策について説明。 

 

  【質疑応答】 

（質疑）委員長 

   ・県の対策についても説明をお願いしたい。 

 

（応答）松阪地域防災総合事務所地域調整防災室総務生活課長 

   ・交通安全意識とマナーの向上に向けた啓発協議、飲酒運転の撲滅、安 

全で快適な交通環境の整備についての取り組みを県全体で進めている。 

・春、夏、秋、年末の交通安全運動を実施、現在は、夏の交通安全県民 

運動に取り組んでいる。 

・数値目標としては、高齢者の交通死亡事故者数を平成３１年度までに 

３０人以下にすることとしているが、厳しい交通情勢となっている。 

・県松阪庁舎職員交通安全ボランティア活動として、毎月１１日啓発活 

動を行っている。 

・交通安全シルバーリーダー育成研修を実施している。平成３０年度は

松阪自動車学校で実施している。 

・県職員に対する交通安全研修を年４回実施。 

・無事故無違反チャレンジ１２３事業を実施。 

・交通安全あんなびカルタは、松阪市社会福祉協議会へ６セット貸し出 

しているので、活用していただきたい。 

   



（質疑）委員 

   ・自転車の乗り方に対して、小学校、中学校では、どのようなことをさ

れているのか。 

（応答）委員 

   ・松阪高校では、毎年７月２日を松阪高校交通安全の日として集会を行

い、交通安全について注意喚起し、意識を高めている。   

   ・中原小学校では、年に１回、自転車の乗り方について指導し、自動車

衝突の瞬間を見せることで、事故の恐怖を学習させている。また、約

３０名の交通ボランティアの方や、ＰＴＡ、学校職員が通学時の見守

りを実施している。 

   ・久保中学校では、とまとーずによる交通安全教室を実施しており、さ

らに昨年度は地域安全対策課によるスケアード・ストレート方式によ

る交通安全教室を実施している。また、地域の方々が通学時の見守り

をしながら、教職員による登下校の交通指導を実施している。また、

通学路の見直しを実施し、少しでも安全に通学できるようにしている。 

 

（質疑）委員 

   ・交通指導員の人数は、どのような分布になっているか。 

   ・交通指導員について、各小学校区に１人というのは適正な人数か。 

（応答）事務局 

   ・各小学校区に１人、全員で３７名となっている。 

・交通指導員は、地域の方々、見守り隊、交通安全協会、学校職員、た 

くさんの方々と協力して、交通指導を行って頂いているため、今後も 

各小学校区１人、３７名でお願いしたい。 

 

（質疑）委員 

   ・免許の更新について、耳が遠い場合や、足の力が弱くなり急ブレーキ

が踏めない場合でも免許の更新はできるか。 

（応答）松阪警察署交通官 

   ・免許更新の際に、講習の中で聴力検査を実施しており、また、高齢者

講習を通して、実践的な視力、聴力、そして視野の問題等を検査し、

問題が無ければ免許の更新はできる。但し、免許の更新が可能な場合

でも、御自身で不安を感じる場合は、免許の自主返納をして頂いてい

るのが現状である。 

 

６ その他 

    事務局より対策委員会は基本的に年１回の開催であること、死亡事故が 

多発した際には臨時で開催されることを連絡。 

 

７ 閉 会 


